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まえがき 

 

 平成２４年７月に九州北部４県を襲った集中豪雨は多くの人の命を奪い、また甚大な物的被

害をもたらした．土木学会では水工学委員会が中心になって平成２４年九州北部豪雨災害調査

団を結成した．この大災害を学術の面から詳細に調査することで貴重な教訓を得て、今後の対

策に活かしてもらうことで社会に貢献しようというものである。今回の災害の特徴は、防災力

を上回る大きな災害外力が働くようになってきたこと、その場合いとも簡単に発災し、新しい

形の複合災害となり、その結果想像を超えるような被害が人的被害も含めてもたらされたとい

うことである。今後これらの災害に真正面から対抗して防ぐのは、財政的にも時間的にも環境

的にも難しいことから、近年防災から減災へとコンセプトが移行してきた。その延長線上とし

て最近『レジリエントな社会の構築』が注目され、議論・研究されるようになってきた。ここ

でレジリエンスとは、『社会が、災害等による重大な影響を適切に予測し、対応し、吸収し、

またそこから回復することが可能であること』を意味する。確かに再生力・回復力のある社会

の構築は重要であるが、防災を担当する我々の立場から言えば、少し抵抗感がある。被災後の

復旧・復興よりも、災害が襲った時の被害を何とかゼロにするか、もしくは物的被害はある程

度仕方ないにしても人的被害だけはゼロにするのが先決だろうと思うからである。レジリエン

スと言っても所詮担うのは人であり、人々の生きる意欲や復興への強い意志がなければ成立し

ない。阪神淡路大震災で母親を亡くした若い女性の次の言葉『災害って、一瞬で人を選ばず命

を奪う。身近な人を亡くしたら、生きていることや努力することが無意味に思える。でも努力

するものを見つけないと前に進まれへん』でも明らかなように、人命の損失は回復不能であり、

残された人々の心にも大きな傷跡を残し生きる意欲を奪う。したがって『人的被害ゼロが最大

のレジリエンスである』と言えよう。災害外力の増大で雨の降り方が大きく変わってきている

昨今であるが、あくまでも『人的被害ゼロ、物的被害の最小化』をターゲットとして、智慧を

絞って最善の防災策を講じていきたいと思っている。本調査団の調査結果がこの目的を達成す

るための一助となれば、調査団一同これに過ぎる喜びはない。 

 

平成２５年２月２０日     

土木学会平成２４年九州北部豪雨災害調査団長  

小松 利光 
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